
●ドキュメンタリ―映画「陸軍登戸研究所」が2

日に上

映され

た。戦

前の軍

機保護

法のも

と存在

すら極

秘だった研究所。終戦直前には証拠隠滅命令に

より、無きものとされていた。 

しかし、高知の楮で作られた「風船爆弾」や「電

波兵器」、生体実験による毒物、そして軍を挙げ

ての「偽札づくり」が貴重な証言とともに明ら

かにされていく！ 

 当時の所長（陸軍中将）は「お金にオンチにな

っていました」「使い放題だった」と。国民が塗

炭の苦しみにある中にあっても、予算の使途す

ら「秘密」の一言で一切明らかにされる事がな

かったから非人道的施策がなされたのである。 

●今、米軍との機密情報を保護するため、自公

が可決しようとしている「特定秘密保護法案」

の危険性がオーバーラップする。 

 上映会を企画した実行委員会の代表、崎山ひろ

みさんは風船爆弾作りに動員された方。その意

味を問う中で出会ったのが彼女が手にする書籍

「風船爆弾」(上写真)。著者の吉野興一氏は私

の大学の後輩、高知に取材に来た折、ともに、

伊野町や市の和紙関係者を訪れた。監督の楠山

忠之氏も奇しくも同じ上智大学OB。 

研究所は、市民の運動のもと、今、明治大学

平和教育登戸研究所資料館として、一部残され

公開されている。 
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無料 法律相談 

1１月1４日（木）午後6時～8時 

弁護士 山本尚吾さん 

場所 吉良富彦事務所 

（愛宕商店街「おらんく家」対面） 

℡８５５－９４３９ 

事前に御予約頂くと確かです。 

吉良富彦事務所855-9439愛宕商店街 

議会控室       823-9524 県議会内 

 


